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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

自然

昨年度設置したビオトープを中心に身近な自然に親しみながら四季の移り変わりや生命の営みを感じられ

る環境づくりを目指し、水辺の生き物や植物の成⾧を観察する中で子どもたちは生命の大切さや自然の不

思議さに興味をもち、多くの発見や気付きを積み重ねてきました。こうした経験をさらに広げるため、今

年度は園庭に樹木を植栽し、木々の成⾧や葉・花・実の変化など、季節ごとの自然を日常生活の中で継続

的に観察できる環境を整えました。

子どもたちが自然の中で遊び、観察し、発見する体験を積み重ねることで、豊かな感性や探究心を育むと

ともに、自然や生命を大切にする心を育てることを目的とし、本テーマを設定しました。

子どもたちが午前中、夕方の外へ出る時間帯に自由に実施しました。
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園庭に樹木を植栽し、四季折々の自然の変化をより身近に感じられる環境を整えるとともに、キッチンラ

ボや木陰になる場所へベンチを設置し、木を素材にしたおままごとができるような遊びにつながる環境作

りを行いました。

午前、午後の外遊びの時間に子どもたちは園庭に植栽した樹木の葉や花、木の実に駆け寄り、季節ごとの

変化を観察しながら自然との触れ合いを楽しみました。また、集めた落ち葉や木の枝、木の実などの自然

物をキッチンラボに集め、ごはん、ケーキ、スープなどに見立て、友だち同士でやり取りをしながらおま

まごとなどの遊びを行っていました。保育者は子どもたちの発想や気づきを大切に見守り、自然との関わ

りや友だちとのやり取りが深まるよう環境を整えました。



＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞

5振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子どもの姿・様子 写真

園庭に出ると子どもたちは植栽した樹木へ向かい、

「葉っぱが大きくなったね」「木の実が落ちてるよ」

と、季節の変化に気づきながら観察を楽しんでいます。

落ち葉や木の実、小枝などを集めると、キッチンラボへ運び、

「ごはんができたよ」「ケーキをどうぞ」「葉っぱのスープです」

などと友だちとのやり取りを楽しみながら、見立て遊びを広げてい

ます。

年齢の大きい子どもは自然物の組み合わせを工夫しながら遊びを発

展させ、小さい子どもは葉や木の実の形や感触を楽しみながら遊び

に参加しています。保育者は子どもたちの発見や発想を大切に受け

止め、安全に配慮しながら見守ることで、一人ひとりが自然に親し

み、自ら考え、友だちと関わりながら遊びを深められるよう心掛け

ています。

子どもたちが自然物に興味をもち、自分たちで集めたもので見立て遊びを行う姿から、身近な自然が子ど

もたちの遊びを豊かに広げることに気づきました。子どもたちは大人が考える以上に自由な発想で自然物

を遊びに取り入れています。

また、同じ自然物でも年齢や個々の興味によって遊び方が異なり、友だちとのやり取りの中で遊びがさら

に発展していく姿も見られました。保育者が遊び方を決めるのではなく、子どもたちの気づきや発想を見

守ることで、自ら考え、試し、遊びを広げていく力につながることを改めて感じました。

樹木が成⾧し、季節によって葉や花、実などが変化していくことで、今後も子どもたちの新たな発見や遊

びが生まれることを期待し、今後も子どもたちが自然に触れながら、気づきや発見を遊びにつなげていけ

るよう、樹木や自然物を生かした環境づくりを進め、子どもたちの『やってみたい』が広がる園庭にして

いきたいと思います。


